
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：20－003） 

 

１ パラオのレメンゲサウ大統領は、上院合同決議に基づき、5 月 1 日にパラ

オ憲法を改正する Nationwide Election を実施する大統領令に署名した。この

改正案はパラオの領域の境界の定義に使用される用語を変更するもの。レメン

ゲサウ大統領はこの時期に実施することについて、「OEK（Olbiil era 

Kelulau：パラオ国民議会）は決議のために２年間にわたって言語や国際法の

専門家等様々な人々と協力してきた。もし今実施しなければ、丸 1 年実施でき

なくなる。」と述べた（パラオでは、Nationwide Election は国政選挙（編者

注：本年 11 月実施予定）の前後 6 か月以内には実施できないことになってい

る）。 

原文 

（10th April 2020, Island Times） 

※以下の Island Timesは、時間帯によって表示に時間がかかる場合やアクセスできない場

合がございます。その際は、お手数ですが時間をしばらくおいてから再度お試しください。 

 

２ パラオでは新型コロナウイルスの感染例は無いが、政府はソーシャル・デ

ィスタンシング、大規模な集まりを避けること、手洗いの励行などの予防策を

国民に強く勧めている。出入国の制限は 4月 30日まで続け、貨物便は週に一度

受け入れる。学校の閉鎖も 4月 17日まで延長する。一方、パラオでは現地での

検査の準備のため、4 月 2 日、台湾から検査キット 1,000 個と 2 つの赤外線温

度計が寄贈されるとともに、台湾の医療専門家からの訓練が行われている。 

原文 

（4th April 2020, Radio NZ) 

 

３ 太平洋諸島フォーラム加盟国の首脳らは、新型コロナウイルスのパンデミ

ックに直面しているのを受けて、Biketawa Declaration（編者注：2000年 10月

にキリバスで開催された第 31回太平洋諸島フォーラムで採択された、南太平洋

地域の安全保障の枠組みを定めた決議。（※同宣言本文はリンク参照））を発

動し、その緊急優先事項として、同フォーラムの外相らが 4 月 7 日テレビ会議

を開催し、Pacific Humanitarian Pathway on COVID-19 (PHP-C)を策定した。

医療・人道支援を地域、世界及び開発パートナーから適時に、安全に、効果的

かつ公平な方法で提供できるようにするもので、医療支援の促進、医薬品の通

関手続きの迅速化、チャーター便及び商船の通関手続きの迅速化が含まれてい

る。同フォーラムの 18の加盟国・地域のうち新型コロナウイルスの感染例が確

認されているのは６か国・地域。 

原文 

http://islandtimes.us/president-declares-nationwide-election-for-may-1st/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/413451/palau-remains-free-of-covid-19-as-taiwan-experts-arrive-to-assist
https://www.forumsec.org/biketawa-declaration/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/413527/pacific-forum-triggers-security-declaration-due-to-covid-19


（6th April 2020, Radio NZ） 

原文 

（8th April 2020, Pacific Islands Forum Secretariat） 

 

４ Australia Pacific Security College（※詳細はリンク参照）及び Policy 

Forumは、太平洋における COVID-19の状況を毎週追跡しており、以下は 4月 7

日 10：30現在のものである。 

グアムは継続して太平洋地域のホットスポットとなっており、113 件の感染症

例数が報告されている。フィジーは 19件で、4月 4日の 5件に対して 7日は 14

件と大幅に増加しており、他の地域への拡散が心配される。パプアニューギニ

アでも 2 件確認されており、地理的な拡散が心配される。太平洋島嶼国は、住

宅ローンの延期、事業資金融資の保証、コンセッション方式の公共事業、退職

年金の利用、社会保障の増強を含む大幅な経済刺激策をここ数週間発表し始め

た。（※各国別の詳細はリンク参照） 

原文 

（8th April 2020, Policy Forum） 

 

５ アジア開発銀行（ADB）は 2020 年の開発見通しの中で、COVID-19 の影響を

最も受けるのは、太平洋地域の観光主導型の経済であり、旅行や貿易が 3 か月

中断しただけでも、同地域の ADB 加盟国の平均経済成長率はマイナス 0.3％と

予測している。影響が最も大きいのは、クック諸島、フィジー、パラオ、サモ

ア及びバヌアツのような国々で、例えば、フィジー経済の 2020年予測はマイナ

ス 4.9％であり、2016 年のサイクロンウィンストンの大災害の後でもこれほど

大きく減少していないと、同行で太平洋地域をリードするエコノミストは述べ

ている。さらに注目すべきは来年であり、平均成長率が 2.7％に戻ると予測し

ているが、これは旅行の制限や人・物の移動の中断の期間に大きく左右される

と述べている。 

原文 

（7th April 2020, Radio NZ） 

【参考：Growth rate of GDP (% per year)  on page 350 of the Asian 

Development Outlook report by ADB】 

https://www.forumsec.org/pacific-islands-forum-foreign-ministers-agree-to-establish-a-pacific-humanitarian-pathway-on-covid-19/
https://www.anu.edu.au/news/all-news/new-security-college-to-focus-on-the-pacific
https://docs.google.com/document/d/1Utn29lbJIwYooy23shKGvgEbcvbkqSuP002LsqL9JaU/edit
https://www.policyforum.net/covid-19-the-pacific-response-8-april/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/413679/bleakest-outlook-for-pacific-s-tourism-driven-economies-adb
https://www.adb.org/sites/default/files/publication/575626/ado2020.pdf
https://www.adb.org/sites/default/files/publication/575626/ado2020.pdf

